
 

 

 

令和７年度 

第 1学年 学年だより 

第４号 

令和７年６月３０日 

学問のすすめ 

 「学問のすすめ」は旧 1万円札の肖像でおなじみの福沢諭吉の著書です。今から１５０年以上前に書かれた

書物ですが、「すべての人が平等に学ぶ権利を持つこと」そして「知識を得て自立することの大切さ」を伝えてお

り、今を生きる私たちにとっても大切なことが書かれている本です。 

 皆さんは、当たり前に学校に通い、毎日たくさんのことを学んでいます。そして「学ぶことができる幸せ」や「今

の学びがこれからの自分を支えるものになる」ということを忘れがちです。授業では、グループ活動等でいきいき

と課題に取り組んでいる姿をたくさん見ます。みんなで学ぶ楽しさとともに、自分一人で学ぶ楽しさも味わってこ

れからもしばらく続く学生生活を実りあるものにしてほしいと思います。 

 

各教科の先生から第１回定期テストを振り返って、これからの学びについてのアドバイスをいただきました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

国語科 

漢字や文法については、学習しただけ身につくものです。繰り返し練習したり、問題を解いたりしてくだ

さい。漢字のテキストや新文法ノート、ミライシードのドリルパークを活用しましょう。文章の読解力を身に

つけるためには音読がおすすめです。教科書の文章や、新聞記事など、自分にとって少し難しい内容を音

読してみてください。１日５分程度を毎日続けると、理解する力が身についていきます。 

社会科 

ポイントは２つです。ひとつめは「日々の授業で内容を理解すること」です。自分で調べたり、まとめた

り、仲間に聞いたりして、学んだ内容を自分なりに納得します。次は「学習した内容を定着させること」で

す。ワークなどの問題を繰り返し解くことで、ひとつめで理解した内容を思い出していきます。ここで、ひ

とつめの学習がしっかりできていないと、問題を解くときに思い出せません。さらに、わからなかった問題

には印をつけて、あとで再び取り組めるようにします。授業とその復習は両輪なのです。 

数学科 

計算練習は、スポーツで行う日頃の練習と同じで、繰り返し学習することで身につくものです。計算が

苦手な人は、授業で取り扱った例題を自力でできるまで粘り強くやりましょう。また、ワークの問題をてい

ねいに扱ってほしいと思います。今回の定期テストでは、ワークの問題の類題が出題されていました。

「ちゃんとやっていれば」と言う声が至る所から聞かれています。中学校の数学は、答えが出るまでの過

程の方が大切です。なぜその答えになるのかを解答冊子の解説から読み取り、理解したら再度同じ問

題をやってみましょう。これが発展問題への対策です。テスト前に焦って問題に取り組んでも身につきま

せん。日頃の学習を大切にしてほしいと思います。 



 

 

 

 
 

 

 

 

 

帰りの会の終了時刻  

Ａ６→１６：００  Ａ５→１５：００  Ｂ６→１５：３０  Ｂ５→１４：３５  職員会議の日→１４：２５ 

７月の予定 

日 曜 日課 行事等 日 曜 日課 行事等 

１ 火 Ｂ６特 保健学習 総合→体育祭係決め 16 水 Ｂ６  

２ 水 Ｂ６  １７ 木 Ｂ６ 給食終了 

３ 木 
Ｂ６ 

 
部活動壮行会 
卒アル写真撮影予備日（部活動） 

１８ 金 特別 前期前半終了 

４ 金 Ｂ６  １９ 土   

５ 土  印旛郡市総合体育大会（～２４日） ２０ 日   

６ 日   ２１ 月  海の日 

７ 月 Ａ５ 放課後諸活動停止 ２２ 火  二者面談 

８ 火 Ｂ６  ２３ 水  二者面談 

９ 水 Ｂ６  ２４ 木  二者面談 

10 木 Ｂ６  ２５ 金  二者面談 

１１ 金 Ｂ６ 給食栄養指導（昼） ２６ 土  千葉県吹奏楽コンクール 

１２ 土   ２７ 日   

１３ 日   ２８ 月  二者面談 

１４ 月 Ｂ５  ２９ 火  二者面談 

１５ 火 Ｂ５特 大掃除 ３０ 水  二者面談 

    ３１ 木  二者面談 

理科 

今回はいわゆる生物分野・植物、動物の話が中心で、取り組みやすかった人も多かったようです。観

察・実験のようすも意欲的でした。今授業で行っている物質の性質は、家庭科・調理や清掃といった部分

にもつながる部分があるので、家でお手伝い等しているみなさんは思い当たる節が多いのではないでしょ

うか。そういうところから探究心を向上させていってほしいです。 

提出物は、期限を守って、丁寧に仕上げることを頭に入れながら、早めに取り組みましょう。先延ばしし

てぎりきりでやっても多分良い結果にはならないと思います。一層みなさんの踏ん張りを願います。 

英語科 

次のテスト範囲の学習に入って、感じている人も多いと思いますが、英語は今まで学習したこと（Ｌｅｓｓｏ

ｎ１・２）が基本となっています。もちろん新しい単語、熟語、文法を覚えるのは大事ですが、それと同じくら

い、今まで習ったことを改めて復習することも大事です。時間が比較的多く取れる夏休みこそ、コツコツ向

き合ってほしいと思います。また、英語をマスターする近道は、英語を実際に声に出して使うこと！アキーム

先生とも積極的にコミュニケーションをとってみてください！ 

二者面談の詳

しい日程は学

級担任からの

お知らせをご

覧ください 


